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日本式の周産期医療シミュレーション教育現場を視察 

-メキシコの医療従事者が京都の企業を訪問- 
 

 

株式会社京都科学（京都市）は、独立行政法人国際協力機構（JICA）が実施する「中小企業・

SDGsビジネス支援事業（JICA Biz）」の一環として、2026年6月 27日（土）からメキシコ国立自治

大学（UNAM）の医療従事者 2 名を日本に招へいします。滞在中、妊婦や胎児の産科症例等を再

現し、診断シミュレーショントレーニングができる医療従事者向けの教材である、同社の「超音波診

断ファントム」の視察機会を提供します。 

メキシコの周産期医療教育現場では、実際の妊婦を対象とした実習が行われていますが、実習

時間の制約や受診者への配慮などにより、妊婦や胎児の適時・適切な医療診断技術・能力を向上

させるための十分な実習経験を積むことが難しいという課題があります。また、妊婦の安全性や、

プライバシーへの配慮意識が高まる一方で、それに変わる実習教材の普及が進んでいません。 

こうした課題に対し、「ものづくりで教育に感動を」をモットーに、医師、看護師、放射線技師など

医療従事者を育成するための教育用教材を開発・製造・販売する株式会社京都科学は、JICA Biz

の制度を活用してその改善に貢献するビジネス展開を目指しています。2025年 7月からは、メキ

シコの医療従事者教育機関等に「超音波診断ファントム」を設置し、医療従事者の育成における有

効性の検証や、当該教材の活用を盛り込んだカリキュラム改定の可能性の検討等、今後のビジネ

スプランを策定するための調査を実施しています。 

今回来日する UNAM の医療従事者は、同社ファントム製造工場の視察等を通じて、日本式の

周産期医療におけるシミュレーション教育への理解を深めます。今回の視察を契機に、UNAM に

おける妊婦健診をはじめとした周産期医療の質向上のために、同社商材の導入検討が進むこと

が期待されます。 

来日期間中、以下の日程で取材が可能です。同社の現地での取り組みの詳細や、UNAM 医療

従事者らの感想など、生の声を取材いただくことが可能ですので、ぜひご検討ください。 

 

■概要 

期間：2026年 6月 27日（土）～2026年 7月 4日（土） 

参加者：UNAM医療従事者 2名 

言語：日本語（日-スペイン語通訳あり）  

 
 

キーワード：メキシコ、メキシコ国立自治大学（UNAM）、周産期医療・シミュレーション教育、医療用

ファントム、ODA による日本企業の海外展開支援、JICA 中小企業・SDGｓビジネス支援事業

（JICA Biz） 
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■取材可能スケジュール 

日付 時間 本邦受入活動内容 活動場所 

6/30（火） 11:00-12:00 

 

14:00-15:00 

ファントム製造工場の視察 

 

UNAM シミュレーションセンターとその

活動の紹介 

（株）京都科学 

京都市伏見区 

 

※14:00からのプログラム開始前に（株）京都科学担当者、UNAM医療従事者へのインタビューも

お受けいたします。 

 

■取材申し込み期限：6/26（金）12時までに下記問い合わせ先にご連絡ください。 

 

【参考情報】 

JICA中小企業・SDGs ビジネス支援事業とは 

日本の政府開発援助（ODA）を通じて JICA が築いてきた開発途上国政府とのネットワークや信

頼関係、ノウハウ等を活用し、開発途上国の開発課題に貢献する日本の民間企業等のビジネス

づくりを支援する事業です。 

https://www.jica.go.jp/activities/schemes/priv_partner/activities/sme/index.html 

 

本件に関する問い合わせ先 

JICA関西 企業連携課／TEL：078-261-0397  

 

https://www.jica.go.jp/activities/schemes/priv_partner/activities/sme/index.html

